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藤本能道の色絵磁器│釉ゆうびようかさい描加彩
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日本で色絵磁器が作られるようになったのは江戸時代で、有田で初
代柿右衛門が始めたと伝えられている。今なお有田の古伊万里や、
加賀の古九谷は声価が高い。しかし現代の色絵磁器は、作陶家の個
性的な芸術表現をもって広く行なわれるようになった。藤本能道は、
富本憲吉、加藤土師萌に師事して色絵の世界に入り、写生に立脚し
た絵画的な色絵の表現を研鑽、独自の芸風を模索しつつ今日に至っ
ている。映画は、重要無形文化財保持者、藤本能道の生き方と、そ
の創作過程を記録する。

色絵磁器の作家・藤本能道の技法が大きく変化し始めたのは、50代
も終わりの頃で、色絵の伝統技法のひとつである「骨描（こつがき）」
と呼ばれる輪郭を線描きする方法をやめて、線を描かずにぼかすよ
うに色絵付けする「没骨描法（もっこつびょうほう）」という技法
を取り入れたことからだった。さらに「釉描加彩（ゆうびょうかさ
い）」と名付けた新しい色絵の技法を生み出したのは65歳を過ぎて
からである。まず色のある釉薬（うわぐすり）で絵付けをして高温
で本焼きし、上絵付けは、色絵具で再度絵を描き低温で焼き付ける
という技法で、長い試行錯誤の末の色絵の集大成でもあった。
　藤本は、四季折々の鳥や花を写生し、華麗な色絵磁器を創り出す。
自然のものを写生し、自分が納得したものを模様化していくことを
説いたのは師の富本憲吉で、その影響から脱け出そうと、一時は色
絵磁器をはなれてオブジェ陶芸にも走った。だが再び色絵磁器に戻っ
た藤本は、「釉描加彩」によって複雑微妙な色調、立体感、奥行き
の表現などを可能にし、新しい色絵磁器の世界を作り出したのであっ
た。しかし、彼は「私の今の仕事は、どこかへ行く過程である。こ
れで完成したとは思っていない」と、その遍歴を語る。


